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別紙解答用紙に解答すること。

問 なぜスポーツ・イベントの開催を機に数多くの不祥事が明るみになるのか、あなたの考
える原因を述べたうえで、それらの不祥事を少なくするために人文学が貢献できる事柄を
以下の文章を踏まえつつ 800 字から 1,000 字で述べなさい。

サッカーの祭典、ワールドカップ(W杯）カタール大会も、アルゼンチン対フランスの
決勝で幕を閉じる。ドイツ、スペインの優勝経験国を破った日本代表の快挙や、 モロ ッコ

など伏兵の番狂わせなど盛り上がりを見せた。大会の熱狂は、開催国に対する批判を覆い

隠したようにも思えた。
開催決定時の買収疑惑、性的少数者への差別や抑圧、劣悪な環境で働かされる外国人労

働者。開幕前、カタールは欧米から厳しい目を向けられていた。 ドイツなど欧州の7チ ー

ムは、性的少数者との連帯を示す虹色のハ ートと「ワンラブ（愛は一つ）」の文字が入っ
たキャプテンマ ーク（腕章）を着用する予定だった。だが、国際サッカー連盟 (F I F

A) の警告で断念した。
スポーツを利用して、国家などが不都合な真実から周囲の目を遠ざけようとすることを

「スポーツウオッシング」という。米出版大手ハ ー パ ー ・コリンズの英国法人が、今年頻
繁に使われた言葉の一つに選んでいる。W杯だけの話ではない。元米国男子サッカ ー五輪
代表選手で政治学者のジュ ールズ・ボイコフ氏は著書『オリンピック 反対する側の論
理』（作品社）の中で、「五輪を開くことで染みついた評判を洗濯し、世界の関心が劣悪な
人権状況に向かわないようにできる」と書いている。2月の北京冬季五輪では、中国の新
瞳ウイグル自治区での人権侵害が問題となった。

東京五輪・パラリンピックは、1年たった後に汚職、談合といった不祥事が次々と明る
みに出た。新型コロナ禍の無観客開催と選手の頑張りに隠されていただけだった。

不都合な真実は、日本にもある。そのことを自覚しなければならない。

出典 『静岡新聞』「時論 (1 2 月 1 8日）熱狂が覆う不都合な真実」 2022 年 12 月 18 日
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